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高

瀬

武

次

鄭

抑
も

一
見
軍
純
な

る
が
如
く
に
し
て
其
實
極
め
て
複
雑
な

る
も
の
は
人
生
な
り
。
人
生

の
債
値
を
評
定
す

る
こ
ε

は
性
情

の
其

を
知

る
よ
り
も
更

に
困
難
な
り
。
凡
そ
人
生

の
債
値
的
見
解
に
四
種
あ
り
。
曰
く
厭
世
観
、

曰
く
厭
世

的
進
化
観
、
曰
く
復
古
的
樂
世
観
是
な
り
。
厭
世
観
は
人
生
を
見

て
苦
痛
の
数
は
快
樂

の
数

に
勝
り
、
人
性
は
本
來

悪

に
し
て

一
般

に
生
活
は
罪
悪
な

る
が
故

に
世
界
及
び
人
生
を
全
く
存
せ
ざ

る
を
可

こ
す

べ
き
も
の
こ
し
て
厭
忌
す

る
な
り
。
略
言
す
れ
ば
人
は
生
れ
ざ

る
を
可

ざ
す

る
の
見
解
な
り
。
而
し
て
此
哲
學
的
意
義
よ
り

一
憂
し
て
第

二
の

意
義
を
生
じ
、
軍

に
眼
前

の
肚
會

の
濁
齪
を
厭
忌
す

る
を
も
亦
花
厭
世
主
義

ご
稽
す

る
に
至
れ
り
。
蓋

し
眼
前

の
肚

會
を
厭
忌
す
る
の
念
も
増
進
す
れ
ば
、
終

に
世
界
及
び
人
生

の
存
在
を
厭
忌
す
る
に
至

る
べ
け
れ
ば
な
り
。

樂

世
観

ご
は
世
界
は
造
物
者

が
造
り
得

べ
き
中

に
就
て
最
も
善
良
な
る
も
の
ご
信
す
る
な
り
。
謂

へ
ら
く
世
界
は

最
上
な
り
、
何
こ
な
れ
ば
若

し
最
上
な
ら
す
ん
ぱ
造
物
者
は
之
を
造
ら
ざ
り
し
な
ら
ん
ご
。
萬
有
神
敷
及
び
萬
有
理

性
敷
は
凡
て
樂
天
的
な
り
。
此
哲
學
的
意
義
よ
り
し
て
第

二
の
意
義
を
生
じ
、
眼
前

の
娯
樂
肉
禮

的
快
樂
を
恣

に
す

る
を
以
て
樂
天
圭
義

の
本
領

ご
解
す

る
も

の
あ
れ
ど
も
、
是
れ
恐
く
は
非
な
ら
ん
。

王
陽
明

の
入
生
㎝槻

一



王
陽
明

の
入
生
観
　

二

進
化
的
厭
世
観
ご
は
人
生
は
渦
災
邪
悪
を
以

て
充
把
さ
る
、
も

の
こ
す
る
な
り
。
故

に
此
見
解

に
從

ふ
ご
き
は
厭

世
槻
は
勿
論
至
當
な
る
べ
け
れ
ど
も
、
全
禮

に
於

て
人
生
は
日
に
月

に
善
良
な

る
目
的

に
向

ひ
つ
、
あ
れ
ば
、
全
磯

に
關
し
て
は
厭
世
的
見
解
を
可

こ
す

べ
き
に
あ
ら
す
。

復
古

的
樂
世
観

ご
は
世
界
は
無
爲
自
然

を
以
て
成
れ

る
も
の
な

る
が
故

に
人
生
も
亦
花
無
爲
を
以
て
至
善

こ
す
る

も
の
な
り
。
眼
前

の
杜
會
の
綱

紀
紫
齪
し
時
人
が
罪
悪
を
以
て
充
だ
さ
れ
た

る
を
見
て
之
を
厭
忌
し
太
古

の
無
爲
敦

朴
の
氣
象

に
復
聾
し
て
薗
然
を
樂
ま
ん

こ
す

る
者
な
り
。

上
述
の
四
種
の
人
生
観

の
中

に
て
最
後

の
復
古

的
樂
世
観

に
就

て
は
特

に

…
考
す

べ
き
も
の
あ
り
。
陽
明
先
生
は

道
家
哲
學
ご
聯
關

せ
る
道
敷
即
ち
神
仙
養
生
法
に
熟
心
な
り
し
時
期
あ
り
し
な
り
。
老
子
の
思
想
は
期
ち
復
古

的
に

し
て
現
在
の
肚
會

を
厭
う
て
太
古
無
爲

の
治
世
に
湖
ら
ん
ビ
す
る
も
の
に
し
て
無
爲
杜
會
を
望
む
者
な
れ
ば
、
老
子

の
虚
無
悟
澹
圭
義
を
本

こ
せ
る
養

生
法
は
陽
明
先
生
が
道

士
に
就

て
學
び
し
所

に
し
て
多

少
の
影
響
を
蒙
む
り
花
ら

ん
ε
思
は

る
、
な
り
。
静

を
以
て
可

ご
爲

し
復
古
を
旨

こ
す

る
者
は
泰
西

の
文
豪

に
も
往

々
見

る
所
な
り
。
此

の
種

の
人
は
大
抵
物
質
文
明
の
弊
を
悪
み
唯
物
論
者
の
反
動

こ
し
て
起
れ

る
も
の
な
り
。
佛
蘭
西

の
「
ル
ン
ウ
」
閃
。
器
ωΦ
碧

(
ぐ
憲
ム
ミ
。。
)

の
如
き
則
ち
是
な
り
。

彼
は
當
時

に
流
行
せ
し
宗
敷

に
反
甥
し
て
無
神
論
、
唯
物
論
等

を
攻
撃
し
て
三
箇
の
事
を
主
張

せ

り
◎
紳

の

存

在
、
意
志

の
薗
由
、
鑑
魂

の
不
死
是
な

り
。



彼

は
人
類
天
然

の
有
様
は
善
良
潔
白
な
り
し
が
、
肚
會

の
登
達
に
由
て
愈

々
悪
習
慣
を
養

ひ
不
良

の
民
ご
化
し
、

世

の
進
歩

に
從

ひ
、
漸

次
罪
悪
増
加

せ
り
。
此
悪
習
を
改

め
、
再

び
人
類
を
善

良
潔
白
な

る
歌
態
に
回
復
す
る
も
の

は
天
然

の
欺
態

に
復
蹄
す
る
外
、
他

に
方
法
存
す

る
な
し
ざ
論
断

せ
り
。
是
れ
彼

が
當
時
の
風
俗
の
腰
頽
を
嘆
じ
て

唱
道

せ
し
説
な
り
。
彼

の
著

に

「
ヱ
ミ
ー

ル
」
国
日
濠

ご
云
ふ
敷
育
小
説
あ
り
。
歴
史
家
浦
井
鐘

一
郎
先
生
は
佛
國

大
革
命

の
逡
因
は

「
ル
ソ
ウ
」

の
思
想
も
加
は
れ
り
ご
云

へ
り
。

露

國
の
文
豪

「
ト
ル
ス
ト
イ
」
↓
。
蓉
9

も
老
子
及
び

「
ル
ン
ウ
」

に
似
π

る
思
想
を
有
せ
し
人

に
し
て
彼
は
老
子

　

　
え
　

ぜ

を
愛
讃

し
て
之
を
露

語
に
翻
課
せ
ん
ご
企

て
し
も
完
了
せ
ざ
り
し

ご
杜
伯
言
行
録

に
見

ゆ
。
杜
伯

の
思
想
は
老
子
に

類
似
し
た
る
所
あ
る
な
ら
ん
。
彼
は
其

の
當
時
の
物
質
文
明

に
反
抗
し

て
自
分
は
農
夫
生
活
ま
で
も
試
み
て
静

か
な

る
肚
會

を
希
望
し
把
る
な
り
。
老
子
や

「
ル
ソ
ウ
」

の
思
想

の
天
然
無
爲
を
喜

ぶ
ご
相
似
把
り
。

陽
明
先
生
は
道

家
思
想
の
影
響
を
蒙
れ
る
こ
ご
あ
り
し
も

一
時
的
に
し

て
、
三
十
五
歳
頃

に
は
全
然
孔
孟
思
想

に

純
な
り
し
な
り
o
然
れ
ど
も
元
來
名
利

に
悟
澹
な

る
天
性
な
れ
ば
三
十
五
歳

以
後
漸
次
肚
會

に
活
動
す

る
に
至
り
し

時
も
常

に
仙
境

に
思
を
寄

せ
隠
遁
生
活
を
憧
憬
す
る
の
遜
は
其
の
作
れ

る
詩

に
明
か
な
り
。

.

系
圖
上
よ
り
見
π
る
王
子
の
思
想
ー

先
生
の
年
譜
を
見

る
に
、
陽
明
先
生
の
遠
祓
は
奮
の
光
豫
太

夫

王

覧

な

り
。
其

の
曾
孫
は
王
裁

之
な
り
。
王
義

之
は
書
道

の
聖
人

こ
し

て
知

ら
る
＼
人
な

る
が
、
三
十
歳
に
て
仕
官
を
止
め

て
隠
遁
的
生
活
を
爲

し
書
道

に
専
心
し
髭
る
人
な
り
。
山
陰
會
稽
に
今

日
猶
其
の
遺
跡
な
る
蘭
亭
あ
り
。
余
は
大
正

王
陽
明
の
入
生
観

三



王
陽
明
の
入
生
翻

四

二
年

の
春
之
を
訪

へ
り
。
同
道
者
十
名

許
り
な

り
。
其

の
蘭
亭
は
極

て
幽
遽
な
る
茂
林
脩
竹
の
郷
な
れ
ば
風
景
好
く

し

て
遁
世
に
適

せ
り
o

其
の
子
孫
は
鯨
娩
城
に
移

れ
り
、
其
後
王
綱

ご
云

ふ
人
は
明
初

に
劉
伯
温
に
知
れ
て
廣
東
墾
議

ご
爲
り
苗
難
に
死

す
。
其
子
王
彦
達
は
實
に
先
生

五
世

の
租

に
し
て
秘
湖
漁
隠
ざ
號
す
。
高
祀
王
與
準

は
禮
、
易
に
精
通
し
嘗

て
易
微

数
千
言
を
著
は
す
。
遁
石
翁

ご
號
し
て
仕

へ
す
。
租
王
元
叙
は
竹
軒

ε
號
す
。
魏
潮
嘗

て
傳
を
立

て
其
の
環
堵
薫
然

雅
歌
豪
喰
胸
次
洒
落
を
叙
し
、
之
を
陶
靖
飾
、
林
和
靖

に
方
ら
ぶ
。
父
は
王
華
、
海
日
翁

ご
稽
す
。
嘗

て
書
を
龍
泉

山
中
に
讃
み
、
叉
龍
山
公

ご
稽
す
。
南
京
吏
部
術
書
に
至
り
進
て
新
建
伯
に
封
せ
ら

る
。
龍
山
公
常

に
山
陰

の
山
水

の
佳
麗
叉
先
世
の
故
居
仁
り
し
を
思
ひ
、
復

陀
眺
よ
り
越
城

の
光
相
坊
に
捗
り
て
之
に
居
る
。

以
上
掲
ぐ

る
先
租

の
閲
歴
よ
り
考

ふ
る
も
、
王
義
之
を
始
め
こ
し
て
、

一、

名

利
に
淡

泊
に
し
て
世
塵
を
超
脱
す

る
こ
ご
、

二
、
動
も
す
れ
ば
隠
遁
生
活

に
入
ら
ん
ご
す

る
の
傾
向
あ
る
こ
ご
が
知

ら
る
、
な
り
。
山
水
の
勝
景
を
愛

す
る
が
如
き
は
誰

に
も
見
ら
る
＼
所
な
れ
ど
も
、
遁
世
的
傾
同
は
既

に
幾
分
か
厭
世
観
を
抱

く
者

ご
謂

つ
べ
し
。

上
述
は
圭
こ
し
て
王
氏

の
系
統
的
遺
傳
的
方
面
よ
り
陽
明
先
生

の
人
生
観

の
定
ま
り
來

る
原
因
を
探
求
せ
し
者
な

り
。
陽
明
先
生
の

一
代
に
も
見
ら

る
、
が
如
く
、
先
租

の
人
々
も
遁
世
に
終

は
る
人

の
み
に
は
あ
ら
す
。
大

い
に
祉

會

に
活
動
せ
し
人
も
あ
リ
セ
リ
。
但
名
利

に
惜
澹
な
り
し
は
共
通
な

る
黙

ご
見

る
べ
か
ら
ん
。
叉
陽

明
先
生
に
は
極

て
快
活
な

る
性
質
を
認
む
ぺ
し
。
少
年
頃

に
豪
蓬
不
覇

ご
評
せ
ら
れ
、
叉
任
侠
を
好
む
ざ
云

ふ
氣
風
あ
り
、
叉
譜
譲



を
好
み
和
易
を
好
み
し
時
期

あ
り
し
を
考

ふ
れ
ば
、
決
し
て
沈
醗
憂
愚

に
陥
り
了

る
人
な
ら
ざ
り
し
を
見

る
べ
し
。

馬
故
に
陽
明
先
生
は
佛
敷
や
老
子

の
思
想
に
熟
心
な
り
し
時

あ
り
し
も
厭
世
に
終

る
ぺ
し
ご
は
見
え
ざ

る
な
り
。
精
之の

こ
異
な

る
入
を
畢
げ
て
…封
比
せ
ん
に
、
例

せ
ぱ
猫
逸
の
哲
學
者

「
シ
ョ
ー

ペ
ン
ハ
ゥ

エ
ル
」
ω
oげ
o
℃
o
昌
磐
理
(
q
。。
。。ー

M
。。
α
o
)
の
如

き
は
其
の
性
質
が
既
に
偏
僻

に
し

て
憂
膨
的
な

る
が
故

に
厭
世
に
傾
き
易
く
、
且

つ
叉
氏
が
印
度
哲
學

書
を
愛
讃

し
て
其

の
影
響
を
受
け
し
が
如
き
も
、
元
來
の
性
質
が
厭
世
な

る
が
故

に
、
厭
世
思
想
を
含

め
る
印
度
思

想
が
最
も
容
易

に
受
け
納
れ
ら
れ
だ
る
な
ら
ん
。
是
れ
は
元
來

の
性
質

ご
境
遇

ご
學
説

ざ
が

一
致
し
て
厭

世
的
哲
學

者

ざ
爲
り
だ
る
例
な
り
。
概
論
す
れ
ば

「
シ
ョ
ー

ペ
ン

ハ
ゥ

エ
ル
」

は
哲
學
者

こ
し
て
の
才
智
豊
富

に
し
て
高
名
な

る
も
人
物
は
高
潔
な
ら
す
、
人
格
者
こ
し
て
仰
ぐ

べ
き
瓢
は
見
え
ざ

る
な
り
。

却
説
、
陽
明
先
生

が
厭
世
に
傾
か
ん
こ
す
る
形
麺
あ
り
し
こ
ε
は
年
譜

に
擦

る
に
次
の
文
あ
り
。

陽
明
先
生

二
十
七
歳
。
先
生
薗
念
。
僻
章
藝
能
不
レ足
呂以
通

室

道
一。

求
飾

友
テ
天
下
一。

叉
不
・数

遇
M。

心
持
程

惑
一。
(中
略
)
沈
馨
既
久
。
奮
疾
復
作
。
盆
委
己聖
賢
有
7舜
。
偶
聞
呂道
士
談
"養
生
一。
遽
有
昌遺
'世

入
レ山
之
意
㌔

此
文
に
擦

る
も
先
生
は
此
世
を
棄
て
山
に
入
て
仙

人
生
活
を
螢
ま
ん
ご
欲

せ
し
時
あ
り
し
を
知

る
べ
し
。

陽
明
先
生
三
十

一
歳
。
築
混室
陽
明
洞
中
一。
行
酷導
引
術
u。
久
ψ之
逡
先
知
。
已
而
静
久

思
轟離
レ世
逡
去
一。
惟
租
母
界

與
菖龍
山
公
一在
レ念
因
循
未
'決
。
久
シ之
又
忽
悟
日
。
此
念
生
菖於
骸
提
鋼。
此
念
可
'去
。

是
断

贈滅
種
性
一実
。

明
年
途

移
昌疾
銭
塘
西
湖
鱒。
復
思
シ用
.世
。

王
陽
明
の
人
生
観

五



王
陽
明
の
入
生
観

此
文

に
も
世
を
離
れ
て
遠
く
去
ら
ん
ε
す

る
厭
世
観
を
示

せ
り
。

ノ、

 

第

一
、

世

相

観

次
に
陽
明
先
生
の
抜
本
塞
源
論

に
先
生

の
世
相
観

を
示
せ
り
。
此

の

一
篇

は
非
常

の
名
文

ご
幕
せ
ら
る
。

(傳
習
録

中
巻
に
在
り
♂
、
第

一
の
世
相
は
黄
金
時
即
ち
理
想
的
肚
會

の
状
況
を
示
せ
り
、
唐
虞
三
代

の
治
世
を
指

す
。

此
時
代

の
聖
賢
は
天
地
萬
物

一
燈
之
仁

を
以
て
世

の
爲

に
審

し
把
る
な
り
。
古
來
儒
者

が
理
想
杜
會
こ
し
て
追
慕

す

る
所

に
し
て
、
陽
明
先
生
の
希
望
も
此
所
に
あ
る
な
り
。
理
想
的
肚
會
を
古
代
に
想
像
す

る
は
亦
已
む
を
得
ざ
る

所
な
る
べ
し
。
時
間
的
に
古
代
を
追
慕
せ
す
し
て
未
來

の
世
界
叉
は
外
國
に
模
範
的
肚
會
を
求
む

る
も

可

な

れ

ど

も
,
支
那
古
代

に
は
只
自
國

の
み
を
知

る
が
故

に
他
に
求
め
す
。
我
國

の
現
状
は
欧
米
を
先
進
交
明
國

こ
し
て
理
想

郷
を
欧
米

に
取
れ
り
、
是
れ
叉

一
方
法
な
り
o

発
舜

三
代
の
治
世
既

に
去

つ
て
覇
者

時
代
來
れ
り
。
是
れ

一
段
の
劣
等
な

る
時
代
な
り
こ
す
。
全
膿

の
物
質
的
交

明
よ
り
考

ふ
れ
ば
世
界
の
文
化
は
漸
次
備
は
り
つ
＼
あ
る
こ
ご
明
か
な

る
も
.
精
帥
的
道
徳
的
に
見
れ
ば
漸
次
劣
り

つ
、
あ
り
こ
せ
る
な
り
。
聖
人
の
學
は
王
道
時
代

に
全
盛
な
り
し
が
、
世

ご
共
に
衰

へ
泥
り
ご
見
ら
れ
し
な
り
。
末

世
澆
潟

ご
日
ふ
言
葉
も
墾
考
す

べ
か
ら
ん
。



第

二

、
覇

吐迫

(
春
秋
時
代
を
指
す
)

覇
者
時
代
即

ち
齊
桓
公
、
晋
文
公
、
秦
穆
公
、
宋
裏
公
、
楚
荘

王
は
五
覇

ご
樗

し
て
春
秋
時
代

の
旗
頭
把
り
し
な

り
。
此
時
代
は
王
道

の
行
は
れ
た

る
時
代

に
比
す
れ
ば
租
≧
劣
等

ご
爲

れ
り
。
帥
ち
五
伯
功
利
ご
云

ふ
も
の
に
し
て

只
功
利
主
義

よ
り
打
鋒
し

て
政
治
を
爲
し
、
眞
の
徳
治
政
治

に
は
あ
ら
す
。
孟
子
の
書
中

に
も
王
覇
の
比
較
論
は
屡

々
見
え
陀
り
。
伯
道

の
政
治
を
代
表
す

る
書
籍
は
管
子

ご
云

ふ
も
の
あ
り
。
齊
桓
公
を
輔
佐
し

て
四
十
年
間
大
政
治

家

こ
し
て
手
腕
を
振
ひ
、
伯
業
を
成
さ
し
め
陀
る
人
の
作
ご
稽

せ
ら

る
。
但
し
後
人

の
加
筆
も
多

け
れ
ど
も
思
想
の

み
よ
り
言

へ
ば
伯
者

の
思
想
を
明
示
せ
る
こ
ご
疑
ひ
な
し
。
髪
子
春
秋
は
髪
李
仲
が
齊
景
公

の
臣

こ
し
て
政
治
を
爲

し
だ
る
時
代

の
事
及
び
種

々
行
事
を
記
せ
り
。
此
時
代
は
約
三
百
年
間
な
り
こ
す
。
即
ち
周
李
王
束
遷

よ
り
戦
國
時

代
に
至
る
問
な
り
、
春
秋
衰
齪
の
世

ご
禧
す
。

戦
國
時
代

に
は
學
問
界

に
も
多
数
偉
人
出
で
て
學
説

を
爽
表
し
π

る
も
、
是
れ
全

く
衰
齪
の
世
、
攻
伐

の
就
會
を

救
は
ん
が
爲

に
し
て
、
治
世
に
は
あ
ら
す
。
老
子
は
其
祉
會
を
厭
う
て
復
古
的
虚
無
悟
澹

の
説
を
爲

し
、
孔
子
は
仁

を
説
き
て
不
仁

の
人
を
救
は
ん
こ
し
把

る
な
り
。
斯
か
る
状
態

に
て
聖
賢
の
努
力
の
著
し
き
は
却
つ
て
世
の
衰
頽
を

讃
す
る
こ
ご
こ
な
れ
り
。
況
や
特
に
此
時
代
を
戦
國
時
代

ご
さ

へ
幕

し
陀
る
を

や
。㍗

王
陽
明

の
八

生
槻

七



王
陽
明

の
入
生
槻

八

,

第
三
、
漢

癌

訓

詰

時

代

漢
唐
の
間
は

訓
話
、
詞
章
、
記
謡

の
學
盗
な
り
き
。
聖
學
明
か
ら
す
。
朱
子
の
所
謂

「
漢
麿
諸
儒
只
是
説
レ夢
」
こ

い
ふ
も
の
な
り
。
思
想
界
に
は
種

々
な

る
説
起

り
て
人

々
適
從
す

る
所
を
知
ら
す
。

佛
老

も
亦
漢
唐
周
に
人
心
を
支
配
す
る
に
至
れ
り
。
老
荘
學
派
も
漢
代
よ
り
は
宗
敏

ご
爲
り
て
哲
學
以
外

に
勢
力

を
占

め
仁
り
。
斯

く
し
て
支
那

の
思
想
は
漸
次
駁
維

ご
爲
れ
り
、.

宋
明
時
代

に
至
り
て
は
思
想

は
愈
≧
精
緻
ご
爲

り
.
從

豪
に
見
ざ
り
し
深
遠
な
る
支
那
哲
學
勃
興
し
た
り
。
陽
明

先
生
は
明
代

の
中
葉
に
出
で
て
宋
學

の
弊
を
攻
撃
し
つ
、
自
家

の
哲
學
を
立

て
た
る
な

り
。

第

四

、

結

論

抑

も
需
激
は
本
來
樂
天
主
義
な
れ
ば
孔
孟

の
如
き
は
寧
ろ
終
世
懸
靭
不
遇
な
り
し
ご
雛

も
、

一
日
も
雁
會
改
善
を

忘

る
る
こ
ご
な
ー
、
常

に
肚
會
を
見
て
漸
次
改
善

し
得

べ
き
も
の
こ
信

じ
,
禾
だ
曾
て
濁
善
自
守

の
念
を
懐

か
ざ
り

き
。
是
れ
蓋
し
入
生

の
眞
相
を
看
破
し
た
れ
ば
な
ら
ん
。
請
ふ
次
に
之
を
陽
明
に
就
て
攻
究

せ
し

め
よ
。

夫
れ
陽
明
は
其

の
閲
歴
に
徴
す

る
に

一
た
び
は
厭
世
家

ご
爲
ら
ん
ご
欲

し
た
れ
ど
も
、
幸

に
し
て
樂
天
家

こ
し
て

肚

會

に
活
動
す

る
に
至
れ
り
。

「
た
び
は
宗
敷
家

ご
爲
ら
ん
ご
欲
し
ね
れ
ど
も
途
に
滋
徳
家
政
治
家
軍
人

こ
し
て
偉



功
を
奏
す
る
に
至
れ
り
。
然
れ
ば
迷
溺

せ
る
時
期

の
陽
明
は
厭
世
家
に
し
て
、
省
悟

せ
る
時
期

の
陽
睨
は
樂
天
家
な

り
し
な
り
。
且

つ
陽
明
が
人
間
最
絡

の
目
的
に
就

て
懐
抱

せ
し
所

の
意
見
を
推
究
す
る
に
、
陽
明
は
人
を
し
て
聖
人

の
激
に
随

ひ
、
人

の
道
を
全
く
し
、
人

の
性
を
鑑
く
し
、
天
を
知
り
、
以
て
天
人
合

一
に
至

る
を
以
て
最
終

の
目
的

ご
定
め
ら
れ
π
り
。
換
言
す
れ
ば
人
は
人
π
る
所

以
の
遣
を
全
く
し
て
遺
憾
な
き
に
至
ら
し
む
る
を
以

て
最
絡
の
目

的

ご
爲
し
、
其

よ
り
以
上
は

一
も
望
む
所
な
き
な
り
。
或
宗
激
の
如
く
人
を
し
て
人

陀
ら
し
む
る
よ
り
も
、
寧
ろ
人

以
上
の
物

把
ら
し
む

る
を
以
て
目
的

こ
す

る
も

の
に
非
す
。
陽
明
は
毎

に
致
良
知

は
人
欲
を
去

つ
て
天
理
を
存
す

る

の
謂
な
り
ご
爲
す
。

又

π
天
人
合

一
を
説

け
ど
も
、
所
謂
合

一
ざ
は
人

間
を
離
脱
し
て

一
層
高
樹
な

る
天

に
合

せ
よ
ご
日
ふ
に
非
す
し

て
、
人
の
聖
境

に
達
す

る
者
は
能
く
天
徳
に
合

し
得

ぺ
し

ご
す
る
の
み
。
故
に
陽
明
は
立
志
の
最
終
の
目
的
こ
し
て

聖
人

ご
作

る
こ
ご
を
説
け
り
。
然
れ
ば
此

の
世
界

を
汚
濁

こ
し
て
、
外

に
清
浄
な
る
世
界
を
求
む
る
に
非
す
。
此
の

髄
躯
を
厭
う
て
他
の
紳
難
界

に
入
る
に
非
す
。
此
世
界

こ
そ
眞

に
入

の
生
れ
て
活
動
し
、
且

つ
死
す

べ

き

樂

土

な

れ
。
他
に
は
此
よ
り
善
美
な
る
樂
土
あ
る
こ
ε
な
し
。
此
世
を
去

つ
て
他

に
樂
土
を
求
め
よ
ご
説
く
は
、
迷
溺
せ
る

煩
悶
者

の
哀
訴
な
り
。
而
か
も
此
哀
訴
は
途

に
可
か
る
る
こ
ざ
な
か
る
べ
し
。
何
こ
な
れ
ば
之
を
可
く

べ
き
者
何
れ

の
所
に
も
存

せ
ざ
れ
ば
な
り
。
此

の
躯

を
棄

て
＼
他
に
樂
し
き
騰
躯
を
得

ん
ご
欲
す

る
も
の
は
、

一
時

の
苦
痛

に
堪

へ
す
し
て
、
長
く
逝
か
ん
こ
す
る
迷
妄
者

の
冥
行
な
り
。
而
か
も
此

の
身
を
棄

て
、
他

に
樂
し
き
髄
躯
を
得

る
こ
ビ

王
陽
明
の
入
生
観

九



王
陽
明

の
入
生
観

一
〇

あ
る
な
し
。
此

の
世
界
は
美
な

る
も
の
な
れ
ど
も
亦
π
醜
な

る
も
の
な
き

に
非

す
。
樂
し
き
も
の
な
れ
ど
も
亦
π
苦

し
き

こ
ご
な
き
に
非
す
。
笑

ふ
べ
き
こ
.こ
あ
れ
ど
、
亦

陀
泣
く

べ
き
こ
ご
な
き
に
非

す
。
猫

ほ
天
候

に
晴
雨
寒
暖

の

獲

あ
る
が
如
し
。
陽
明
が
宇
宙
を
観

る
は
極
め
て
穏
健
な

る
も
の
あ
り
。
嘗

て
誠
よ
ら
之
を
説
き
て
日
ー
、

夫
天
地
之
這
誠
焉
而
巳
耳
。
聖
人
之
學
誠
焉
而
已
耳
。
誠
故
不
レ息
、
故
久
、
故
徴
、
故
悠
遠
、
故
搏
厚
。
是
故
天

惟
誠
也
。
故
常
清
。
地
惟
誠
也
。
.故
常
寧
。
日
月
惟
誠
也

、
故
常
明
。
(
全
書
巻
二
十
四
、

三
丁
、
南
岡
党

)

ε
。
是
れ
誠
は
天
地
を
維
持
す
る
者
に
し

て
瞬
時
も
無

か
る
べ
か
ら
ざ

る
こ
ご
を
明
示

せ
る
な
り
。
此

の
思
想
は
子

思
の
中
庸

に
示
せ
る
誠

の
説
よ
り
來
れ

る
も
の
な
ら
ん
。
而
し
て
之
を
人
事

に
就

て
は
復
π
、

誠
之
無
'所

爲
也
。
誠
之
不
レ容
レ巳
也
。
誠
之
不
り可
掩

也
。

君
子
之
學
亦
何
以
異
二於
是
一。

是
故
以
事
丑
ハ親
一則
誠

孝
爾
実
。
以
事
二其
兄
】則
誠
弟
爾
尖
。
以
事
箕

君
】則
誠
忠
爾
尖
。
以
交
轟其
友
一則
誠
信
爾
尖
。
是
故
藏
レ之
爲
昌徳
行

一突
。
措
レ之
爲
昌事
業
一奥
。
登
レ之
爲
並交
章
一突
。
是
故
言
而
民
莫
ツ不
レ信
実
。
行
而
民
莫
シ不
ツ悦
奥
。
動
而
民
莫
レ不
.化

奥
。
是
何
也
。

一
誠
之
所
レ獲
、
而
非
レ可
7以
二聲
音
笑
貌
↓幸
而
致
汐之
也
。
故
日
。
誠
者
天
之
道
也
。

思
〃誠
者
人
之

道

也
。
(同
上
)

陽
明
は
既

に
天
遁
を
以

て
誠
ご
爲

し
、
地
道
を
以
て
誠
ご
爲
し
、
而
し
て
ヌ
だ
薙

に
人
道
を
以

て
誠
ご
爲
す
。
鳴
呼

誠
は
眞

に
天
地
人
三
才
を

一
貫
す
る
の
道
な

る
哉
。

抑
も
人
は
誠
を
爲
さ

い
る

べ
か
ら
ざ

る
も

の
に
し
て
、
天
然

に
誠
を
爲
し
得

べ
き
徳
牲
を
具
ふ
る
も

の
な
り
。
何

∬



こ
な
れ
ば
人
は
天
の
生
す

る
所
の
も

の
に
し
て
天

の
滋

は
誠
な
り
。
誠
は
眞
實
無
妄

の
謂
な
り
。
斯

の
天

よ
り
生
を

受
け
把

る
入
な
る
が
故

に
、
誠
を
失
は
ざ

る
べ
き
は
理
の
當

に
然

る
べ
き
所
な
り
。
誠
は
宇
宙
の
本
禮

に
し
て
萬
物

は
此

の
本
膿

よ
り
出
で
陀
る
現
象
な
れ
ば
、
人
心
は
能
く
誠

の
本
膿

に
合
し
得

べ
き
も
の
な

り
。
蓋
し
陽
明
は
子
思

ご
同

じ
く
誠
を
以
て
宇
宙

の
原
則
ご
爲

し
、
叉
た
此
原

則
を
以

て
倫
理
的
原
則

の
根
祇

ご
爲
せ

る

が

故

に
、
誠

は

眞

に
以
て
天
地
人
三
才
を

一
貫
す
る
こ
ご
を
示
せ
る
な
り
。
既

に
誠
な
る
も
の
は
宇
宙

の
眞
相
に
し
て
、
天
は

一
毫

の
詐
欺
を
容
れ
ざ

る
こ
ざ
を
知

る
ご
き
は
、
人
も
亦
π
百
行
総

て
誠

に
し
て
詐
欺
な
か
ら
ん
こ
ご
を
勉

め
ざ

る
べ
か

ら
あ3。
。
陽
明
は
宇
宙
観
及
び
入
生
観

に
於

て
誠
を
認

め
陀
る
が
故

に
、
人
生
は
穏
健

に
し

て
誠
を
爲
し
得

べ
き
も

の

た
る
こ
ご
を
説
け
り
。
既

に
穏
健

に
し

て
誠
を
爲
し
得

べ
き
世
界
な
れ
ば
、
我
等
は
之
を
愛
し
、
之
を
護

つ
て
肚
會

の
爲

に
霊
し
、
以
て
各
自
の
本
務
を
全
く
す

べ
し
。
豊

に
之
を
厭
ひ
之
を
棄
て
＼
他

に
求
む

べ
き
も

の
あ
ら
ん
や
。

樂
天
主
義
は
眞
正
な

る
人
生
観
な
り
。
厭
世
主
義
は
寧
ろ
病
的
人
生
観
な
り
。
恰
も
病
者
は
美
味
を
嘗

め
て
却

て
苦

味
を
域
す

る
が
如
し
。
蓋
し
病
者

の
味
畳
既

に
悪
熟

の
爲

に
侵
害
さ
れ
陀
る
に
由
る
な
り
。
食

に
苦
甘
な
き
に
非
ざ

る
も
、
病
者
は
甘
昧
を
も
苦
味

ご
戚
す

る
に
至

る
。
世

に
悲
哀

の
事
な
き
に
非
れ
ど
も
、
厭
世
家

は
樂
事
を
も
悲
観

す

る
に
至
る
。
是
れ
堂

に
正
當
の
判
断
な
ら
ん
や
。
笑

ふ
べ
き
に
笑

ひ
、
泣
く
べ
き
に
泣
く
は
可
な
れ
ど
も
、
笑

ふ

べ
き
に
術
ほ
泣
「か
ん
こ
す

る
は
狂
に
あ
ら
す
ん
ば
愚
な
り
。

抑
も
大
學

の
書
は
格
致
誠
正
修
齊
治
李
の
廼
を
示
す
も
の
に
し

て
、
政
治
道
徳

の
説
具
は
ら
ざ

る
所
な
し
。
而
し

王
陽
明
の
入
生
魏

一
一



王
陽
明
の
入
生
槻

;

て
陽
明
は
大
學
古
本

に
序
し
て
、

大
學
之
要
誠
・意
而
巳
奥
。
誠
・意
之
功
格
物
而
巳
夷
。
誠
・意
之
極
止
至

善
一而
已
夷
。
(
杢
書
春
て
、
二

+
三
丁
右

)

ご
説

け
り
。
所
謂
致
良
知

の
説
も
亦
た
誠
を
全
く
す

る
の
渣

に
外
な

ら
す
し

て
、
誠
は
帥

ち
良
知

な
り
。
唯

だ
指
す

所

に
由
て
其
名

を
異
に
せ
る
の
み
。
然
れ
ば
恥
ち
陽
明
の
敷
は
良
知
を
致
し
て
誠
を
立
て
、
人
道
を
全
く
し
て
天
地

の
誠
這

に
合
す
る
を
以
て
最
終

の
目
的
こ
な
す
も
の
な

り
。
聖
人
ご
は
至
誠

の
人
な
り
。
紳

ご
は
至
誠

を
抽
象
的
に

想
像
し
把
る
盤
物
に
外
な
ら
す
。
天
人
合

一
ご
は
則
ち
天
人

の
誠
が
融
含
し
て
間
隔
な
き
に
至
れ

る
を

云

へ

る

の

み
。
故

に
衆
徳

の
根
祇
は
吾
人

の
心
中

に
在
り
。
眞
の
神

は
人
心
に
在
り
。
天
に
神

あ
り

ご
見
ゆ
る
は
心
内

の
眞
神

の
影
子
な
り
。
影
子

の
沓
遠
な

る
が
故

に
郁

て
愈

3
貴

き
が
如
く
戚
す

る
な
り
。
軸
把
ら
ん

ご
欲
す

る
者
は
仰

い
で

影
子

に
所
ら
ん
よ
り
は
省
み
て
我
心
に
求
め
よ
。
聖
人

ご
は
古
人
の
特
聡

に
あ
ら
す
し
て
全
く
我
心

に
在
り
。
王
子

の
詩

に
「
箇

々
人
心
有
仲
尼
」
ご
云

ふ
句

あ
り
。
故

に
聖
人
把
ら
ん

ご
欲
す
る
者
は
遠
く
求
む
る
を
止
め
て
、
唯
だ
我

が
心

の
良
知
を
明
か
に
せ
よ
。
樂
土
は
彼

に
在
ら
す
し
て
我
心

に
在
り
。
至
上
善
は
他
に
求

め
す
し
て
我
心

に
求
め

よ
。
心
外
無
理
な
り
、
心
即
理
な
り
。
吾
人
は
室
し
く
他

に
向

て
つ
つ
渇
望
す

る
を
要
せ
す

一
切

の
善
は
我
心
よ
り

起
ら
ん
。
孟
子
が
「
萬
物
皆
備
二於
我
一奥
。
」
(
叢
心
上
篇
)
ご
日
ひ
、
陽
明
が
龍
揚
の
大
悟

に
於

て
「
聖
人
之
道
吾
性
自
足
。
向

之
求
昌理
於
事
物
一者
誤
也
。
」
(
全
書
巻
三
十
二
、

十
三
丁
年
譜

)
ご
絶
叫
し
せ
は
宴

に
偶
然
な
ら
ざ
る
な

り
。
由
レ是
槻
"之
、

至
誠
な

る

眞
我
は
世
界
中
最
も
偉
大

に
し
て
最
も
棘
聖
な
る
も
の
な
れ
ば
、
人
生

の
眞
償
を
知
ら
ん
ご
欲
す
る
者
は
、
先
づ
眞

我
を
知

ら
ざ

る
べ
か
ら
す
。
眞
我
を
知

る
者

に
し

て
始

め
て
穏
健
な

る
人
生
観
を
爲
す
を
得

べ
き
な
り
。


